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開
催
の
あ
い
さ
つ

・
基
調
講
演

　
開
催
に
先
立
ち
、
ジ
ャ
パ

ン
・
リ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

幹
事
代
表
を
務
め
る
グ
ッ
ゲ

ン
ハ
イ
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の

酒
井
重
人
氏
が
あ
い
さ
つ
し

「
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
２
０
１

０
年
に
、
金
融
業
界
、
保
険

業
界
、
学
界
な
ど
か
ら
有
志

が
集
ま
っ
て
発
足
し
た
『
ス

ト
レ
ス
シ
ナ
リ
オ
研
究
会
』

を
前
身
と
し
、
日
本
に
関
わ

る
経
済
的
リ
ス
ク
、
地
政
学

的
リ
ス
ク
、
自
然
大
災
害
リ

ス
ク
な
ど
に
つ
い
て
研
究
を

続
け
て
き
た
。
昨
年
に
は
一

般
社
団
法
人
化
し
活
動
を
強

化
す
る
中
で
、
今
回
、
各
界

の
専
門
家
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成

果
と
今
後
の
道
筋
、
中
国
経

済
に
関
わ
る
リ
ス
ク
シ
ナ
リ

オ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
議
論

を
深
め
る
こ
と
は
非
常
に
有

意
義
だ
と
考
え
て
お
り
、
会

場
の
皆
さ
ま
と
論
点
内
容
を

共
有
で
き
れ
ば
と
思
う
」
と

述
べ
た
。

　
第
１
部
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・

リ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長

で
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
の

有
吉
章
氏
が
「
不
確
実
性
の

高
ま
る
世
界
経
済
と
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
行
方
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
12
年
に
安
倍
政
権

が
誕
生
し
て
４
年
が
経
過
し

よ
う
と
す
る
中
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
独
自
に
考
案
し
た
ツ
ー

ル
「
リ
ス
ク
台
風
マ
ッ
プ
」

を
基
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に

世
界
経
済
の
今
後
に
つ
い
て

考
察
し
た
。

　
リ
ス
ク
台
風
マ
ッ
プ
は
、

横
軸
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ギ
ャ
ッ
プ
＋

潜
在
成
長
率
（
実
体
経
済
の

成
長
度
合
い
）
、
縦
軸
に
イ

ン
フ
レ
率
を
据
え
た
座
表
軸

上
の
「
台
風
」
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

の
債
務
残
高
を
表
す
円
盤
）

の
動
き
と
大
き
さ
で
日
本
経

済
の
状
況
を
示
す
グ
ラ
フ
。

有
吉
氏
は
、
「
台
風
」
の
こ

れ
ま
で
の
推
移
を
紹
介
し
な

が
ら
、
今
後
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
は
「
成
功
」
「
ス
タ
グ

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
「
デ
フ
レ

再
来
」
の
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ

が
あ
る
と
し
た
上
で
、
最
近

の
評
価
で
、
世
界
経
済
の
低

迷
と
日
本
の
輸
出
力
の
低
下

を
主
要
因
に
「
成
功
」
の
確

率
が
一
時
０
％
に
落
ち
込
ん

だ
と
述
べ
た
。

　
一
方
、
世
界
経
済
の
リ
ス

ク
と
し
て
「
中
国
の
内
需
主

導
の
安
定
成
長
へ
の
円
滑
な

移
行
」
「
新
興
国
の
資
源
価

格
の
低
下
と
資
本
移
動
の
反

転
」
「
主
要
国
の
金
融
政
策

と
リ
ス
ク
オ
フ
」
「
Ｅ
Ｕ
の

銀
行
部
門
や
Ｂ
ｒ
ｅ
ｘ
ｉ

ｔ
」
「
米
国
の
大
統
領
選
後

の
経
済
政
策
」
を
挙
げ
、
各

リ
ス
ク
の
現
状
を
概
観
し
た

後
、
「
現
在
の
低
成
長
、
デ

フ
レ
、
超
低
金
利
は
一
時
的

な
異
常
状
態
な
の
か
、
相
当

長
く
続
く
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

（
新
常
態
）
な
の
か
に
よ
っ

て
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
変
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
の
考
え

を
示
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
１

　
第
２
部
で
は
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
ポ
ス
ト

・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
考
え

る
」
を
実
施
。
ジ
ャ
パ
ン
・

リ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事

の
駒
形
康
吉
氏
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
を
務
め
、
有
吉
氏
、
明

治
安
田
生
命
の
浅
野
紀
久
男

専
務
、
ジ
ャ
パ
ン
マ
ク
ロ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
ズ
の
大
久
保
琢

史
マ
ネ
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
ア
ク
サ
生
命
の
松
山

明
弘
執
行
役
員
チ
ー
フ
イ
ン

ベ
ス
ト
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
サ

ー
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
吉
藤
茂

執
行
役
常
務
・
グ
ル
ー
プ
Ｃ

Ａ
Ｏ
兼
監
査
部
長
の
５
人
が

パ
ネ
ラ
ー
と
な
っ
て
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
総
括
と
評
価
、

今
後
の
日
本
が
取
る
べ
き
道

筋
と
リ
ス
ク
、
企
業
や
金
融

機
関
の
戦
略
な
ど
に
つ
い
て

論
じ
た
。

　
大
久
保
氏
は
、
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
の
観
点
か
ら
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
総
括
と
日
本
経
済
の

今
後
に
つ
い
て
解
説
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
３
本
の
矢
に
つ

い
て
、
①
大
胆
な
金
融
政
策

は
一
定
の
成
果
を
収
め
た
②

機
動
的
な
財
政
政
策
は
不
発

に
終
わ
っ
た
③
民
間
投
資
を

喚
起
す
る
成
長
戦
略
に
つ
い

て
は
、
若
干
の
成
果
は
出
た

が
、
及
第
点
は
与
え
ら
れ
な

い
―
と
評
価
し
た
。
ポ
ス
ト

・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
日
本
経

済
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
日

本
銀
行
の
量
的
緩
和
政
策
が

既
に
限
界
を
迎
え
て
お
り
、

16
年
以
降
に
日
銀
の
損
益
で

マ
イ
ナ
ス
幅
が
広
が
る
可
能

性
を
指
摘
。
１
～
２
年
の
間

に
政
策
持
続
は
不
可
能
に
な

る
と
の
見
通
し
を
示
唆
し

た
。

　
吉
藤
氏
は
、
日
銀
の
異
次

元
緩
和
政
策
に
言
及
。
期
待

感
を
も
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

迎
え
ら
れ
た
13
年
４
月
の
導

入
時
か
ら
、
円
高
・
株
安
に

逆
行
し
て
い

る
現
状
ま
で

を
振
り
返
っ

た
後
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
の

負
の
影
響
と

し
て
①
流
動

性
の
低
下
②

モ
デ
ル
・
リ

ス
ク
の
顕
現

化
③
円
投
資

コ
ス
ト
の
急

騰
を
背
景
と

す
る
海
外
投

資
家
比
率
の

上
昇
―
を
指

摘
し
た
。
今

後
の
金
融
業

界
に
つ
い
て
は
「
超
低
金
利

の
現
状
が
あ
る
一
方
、
金
利

の
急
上
昇
も
非
常
に
懸
念
さ

れ
、
難
し
い
局
面
に
差
し
掛

か
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
浅
野
氏
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
成
果
と
課
題
、
国
内
外

の
リ
ス
ク
な
ど
を
踏
ま
え
た

生
保
ビ
ジ
ネ
ス
の
今
後
に
つ

い
て
解
説
。
近
年
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
や
資
産
運
用
、
商
品
、

営
業
と
い
っ
た
分
野
で
の
生

保
各
社
の
戦
略
の
方
向
性
や

ス
ピ
ー
ド
感
が
多
様
化
し
て

い
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
さ

ら
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

変
革
が
求
め
ら
れ
る
と
の
考

え
を
示
し
た
。
と
り
わ
け
、

保
険
商
品
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
超
低
金
利
環
境
下
で
、

従
来
の
終
身
保
険
や
年
金
商

品
の
供
給
に
大
き
な
制
約
が

出
て
い
る
と
し
、
「
株
価
や

為
替
な
ど
市
場
連
動
型
商
品

へ
の
シ
フ
ト
」
「
死
亡
保
障

だ
け
で
な
く
、
医
療
・
介
護

・
生
存
な
ど
の
保
障
の
充

実
」
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
な
ど

新
た
な
Ⅰ
Ｔ
技
術
、
情
報
技

術
の
活
用
」
と
い
っ
た
対
応

策
を
示
し
た
上
で
「
ど
の
よ

う
な
事
態
に
な
っ
て
も
生
き

残
れ
る
体
力
を
つ
け
る
こ
と

が
、
今
の
生
保
会
社
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
こ
と
だ
ろ

う
」
と
述
べ
た
。

　
松
山
氏
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

生
保
グ
ル
ー
プ
の
観
点
か

ら
、
今
後
の
運
用
戦
略
に
つ

い
て
論
じ
た
。
金
利
低
下
に

よ
り
資
産
と
負
債
の
デ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
が
拡
大

す
る
中
、
同
社
で
は
、
ロ
ー

カ
ル
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
と
欧
州

の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
Ⅱ
と
い
う

異
な
る
要
件
を
満
た
し
て
い

く
「
管
理
の
最
適
化
」
が
求

め
ら
れ
る
一
方
、
グ
ル
ー
プ

全
体
で
は
、
日
本
に
比
べ
て

金
利
水
準
が
よ
り
高
い
市
場

を
持
つ
グ
ル
ー
プ
会
社
が
長

期
債
に
投
資
し
、
グ
ル
ー
プ

全
体
の
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ

ャ
ッ
プ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
っ
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル

保
険
会
社
な
ら
で
は
の
対
応

を
行
っ
て
い
る
と
説
明
。
同

社
の
利
回
り
向
上
の
取
り
組

み
で
は
、
よ
り
積
極
的
、
柔

軟
に
Ａ
Ｌ
Ｍ
を
実
践
し
な
が

ら
海
外
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
投

資
、
機
動
的
な
リ
ス
ク
性
資

産
の
運
用
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
ス

ワ
ッ
プ
の
活
用
な
ど
を
進
め

る
と
と
も
に
、
こ
こ
数
年

は
、
為
替
の
ヘ
ッ
ジ
コ
ス
ト

上
昇
を
低
減
す
る
目
的
で
国

内
の
円
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
や

不
動
産
市
場
へ
の
投
資
に
も

シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
を
明

か
し
た
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
・

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
不
確
実
性

が
高
ま
る
中
、
内
外
の
リ
ス

ク
に
備
え
た
リ
ス
ク
管
理
の

高
度
化
が
一
層
求
め
ら
れ
る

と
し
、
資
産
側
の
運
用
だ
け

で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ

り
、
貯
蓄
性
商
品
の
開
発
で

の
運
用
部
門
の
積
極
的
な
関

与
や
解
約
率
の
管
理
な
ど
、

負
債
側
の
改
善
に
も
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
強
調
し

た
。パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
２

　
休
憩
を
挟
ん
で
行
わ
れ
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

２
で
は
、
酒
井
氏
が
モ
デ
レ

ー
タ
ー
を
務
め
、
大
和
総
研

の
岡
野
進
専
務
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｍ

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

小
出
晃
三
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
、
防
衛
大
臣
政
策
参
与

で
日
本
生
命
特
別
顧
問
の
西

正
典
氏
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行

研
究
所
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
根

本
直
子
氏
が
「
中
国
経
済
動

向
と
世
界
経
済
へ
の
イ
ン
パ

ク
ト
」
を
テ
ー
マ
に
討
論
し

た
。

　
岡
野
氏
は
、
中
国
経
済
の

成
長
を
示
す
さ
ま
ざ
ま
な
グ

ラ
フ
を
紹
介
す
る
一
方
で
、

公
表
さ
れ
た
数
値
と
実
態
で

か
い
離
し
て
い
る
可
能
性
を

示
唆
し
、
「
こ
れ
ま
で
10
％

程
度
だ
っ
た
高
速
成
長
の
ペ

ー
ス
が
落
ち
て
、
中
程
度
の

成
長
に
な
っ
た
の
が
現
状
で

は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。
ま

た
、
構
造
改
革
に
よ
る
経
済

成
長
の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
今
後
の
課
題
に
な
る
中

で
、
経
済
政
策
が
中
国
共
産

党
内
の
政
争
の
具
に
さ
れ
る

懸
念
が
あ
る
と
し
、
「
経
済

状
況
を
客
観
的
に
分
析
・
診

断
す
る
と
と
も
に
、
正
し
い

政
策
を
打
て
る
か
が
現
在
の

中
国
で
最
大
の
課
題
」
と
の

考
え
を
示
し
た
。

　
根
本
氏
は
、
中
国
を
含
め

た
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
率
が

低
下
傾
向
に
あ
る
中
で
、
ア

ジ
ア
経
済
の
安
定
性
を
阻
害

す
る
要
因
と
し
て
①
国
際
金

融
市
場
の
不
安
定
化
②
中
国

の
投
資
減
速
と
そ
の
影
響
③

デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
生
産
者

価
格
）
―
を
指
摘
。
ま
た
、

中
長
期
リ
ス
ク
と
し
て
「
高

水
準
の
民
間
債
務
と
高
齢

化
」
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の

課
題
の
克
服
に
は
、
構
造
改

革
の
実
効
性
が
鍵
と
な
る

が
、
金
融
市
場
の
自
由
化
、

企
業
改
革
の
基
本
と
な
る
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と
い
う
点

で
、
他
の
ア
ジ
ア
新
興
国
に

比
べ
て
改
善
が
遅
れ
て
お

り
、
「
結
論
と
し
て
、
中
国

が
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
レ

ベ
ル
が
中
所
得
国
か
ら
脱
却

で
き
な
い
『
中
所
得
国
の

罠
』
に
陥
る
可
能
性
は
か
な

り
高
い
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。

　
小
出
氏
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
、
製
造
業
Ｐ
Ｍ
Ｉ
、
売
上

／
生
産
比
率
、
社
会
融
資
総

量
、
金
融
収
支
な
ど
の
指
標

を
示
し
な
が
ら
、
中
国
経
済

の
現
状
を
推
測
。
製
造
業
の

売
上
／
生
産
比
率
が
前
年
比

で
マ
イ
ナ
ス
基
調
と
な
っ
て

い
る
点
に
関
し
「
固
定
費
負

担
増
に
伴
う
損
益
分
岐
点
比

率
の
上
昇
か
ら
減
産
が
遅

れ
、
後
ろ
向
き
の
在
庫
増
加

が
続
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
述
べ
た
。
潤
沢
な
国

内
貯
蓄
を
背
景
に
漸
進
的
な

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整
を
目

指
す
と
み
ら
れ
る
が
、
金
融

機
関
の
海
外
調
達
に
係
る
格

付
け
悪
化
や
香
港
経
済
の
悪

化
が
、
構
造
調
整
の
加
速
を

促
す
リ
ス
ク
が
あ
る
と
し

た
。

　
西
氏
は
、
中
国
の
政
治
的

リ
ス
ク
を
解
説
し
た
。
ま

ず
、
「
中
華
思
想
」
を
ベ
ー

ス
と
し
た
中
国
人
の
考
え
方

に
つ
い
て
触
れ
、
本
質
的
に

契
約
の
概
念
が
な
く
、
国
境

線
の
概
念
も
乏
し
い
こ
と
を

指
摘
。
こ
う
し
た
中
国
と
交

渉
す
る
上
で
は
、
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
が
重
要
だ
と
す

る
一
方
、
日
本
と
し
て
は
、

強
力
な
軍
事
力
を
持
つ
米
国

と
の
関
係
を
背
景
に
中
国
と

交
渉
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

考
え
を
示
し
た
。
ま
た
、
最

高
指
導
者
の
習
近
平
に
つ
い

て
は
、
毛
沢
東
に
次
ぐ
「
第

二
代
目
指
導
者
」
と
い
う
自

覚
を
持
ち
、
共
産
党
の
理
念

を
再
建
し
国
家
の
繁
栄
を
目

指
し
て
い
る
と
分
析
し
た
。

特
定
派
閥
を
持
た
ず
、
国
民

の
支
持
が
唯
一
の
権
力
基
盤

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
反
腐

敗
」
を
旗
印
に
改
革
を
進
め

る
習
政
権
の
今
後
に
つ
い
て

は
、
後
継
者
と
目
さ
れ
る
人

物
が
お
ら
ず
、
来
年
に
か
け

て
政
争
が
激
化
し
、
中
国
経

済
の
急
落
も
予
測
さ
れ
る

中
、
「
中
国
が
ハ
ー
ド
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
し
た
後
に
何
が
起

こ
る
か
全
く
想
像
つ
か
な

い
」
と
述
べ
た
。

見
通
し
厳
し
い「
ポ
ス
ト
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

  

一
般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
９
月
５
日
、
東

京
都
千
代
田
区
の
日
本
工
業
倶
楽
部
大
ホ
ー
ル
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本

経
済
の
新
た
な
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
―
不
確
実
性
を
増
す
世
界
経
済
と
ポ
ス

ト
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
中
国
経
済
―
」
を
開
催
し
た
。
不
透
明
感
を
増
す

日
本
経
済
の
今
後
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
中
国
経
済

の
動
向
に
焦
点
を
当
て
、
今
後
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
を
各
界
の
専
門
家
が

議
論
し
た
。
当
日
は
企
業
経
営
層
を
中
心
に
約
80
人
が
参
加
し
た
。

日
中
経
済
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

今
後
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
議
論

ジャパン・リスク・フォーラム

企業経営層を中心に約80人参加

酒井氏

有吉氏


